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●
は
じ
め
に

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
開
発
途
上
国
の
中
で
は
比

較
的
早
い
一
九
九
〇
年
代
に
障
害
者
関
連
法
制
の

整
備
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
法
整
備
の

一
方
で
、
同
国
の
現
実
は
障
害
者
の
貧
困
状
況
を

改
善
す
る
よ
う
な
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
、
現
地
の
社
会
科
学

系
の
研
究
所
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
研
究
所

（Philippine Institute for D
evelopm

ent 
Studies 

以
下
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
協
力
を
得
て
、
マ

ニ
ラ
首
都
圏
の
障
害
者
の
生
活
の
実
態
を
調
査
し

た
。
と
り
わ
け
、
雇
用
や
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
っ
た
経

済
生
活
の
側
面
が
障
害
者
の
生
活
水
準
を
分
析
す

る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
と
考
え
、
こ
れ
を
分
析
の

ひ
と
つ
の
主
眼
と
し
た
。
ま
た
、
障
害
者
や
そ
の

家
族
の
属
性
、
中
央
政
府
や
地
方
自
治
体
の
政
策

と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
障
害
者
行
政
に
関
わ
る
重
要

な
法
律
が
あ
る
。そ
れ
は
一
九
九
五
年
制
定
の「
障

害
者
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
」
で
あ
る
（
正
確
に
は

「
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
自
己
開
発
・

自
立
と
社
会
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
へ
の
統

合
お
よ
び
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
の
法
律
」
と
訳

さ
れ
る
共
和
国
法
第
七
二
七
七
号
）。
こ
れ
は
、

障
害
に
基
づ
く
差
別
の
禁
止
や
、
障
害
者
の
各
種

公
共
・
民
間
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
対
す
る
優
遇
策
を

規
定
し
て
い
る
法
律
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、

一
九
八
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
法
」（
国
法
第
三
四
四
号
）
と
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
障
害
者
の
一
〇
年（
二
〇
〇
三
～
一
二
年
」（
大

統
領
布
告
二
四
〇
号
）」
に
基
づ
き
、
障
害
者
登

録
報
告
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年

に
は
、『
障
害
者
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
』
が
修
正

さ
れ
（
共
和
国
法
第
九
四
四
二
号
）、
こ
の
登
録

に
よ
っ
て
地
域
ご
と
に
発
行
さ
れ
る
身
分
証
明
書

に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
料
金
や
医
療
で
の
割
引

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

地
方
レ
ベ
ル
に
ま
で
障
害
者
の
登
録
制
が
実
質
的

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

●
過
去
の
障
害
者
調
査

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
障
害
者
調

査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
に
そ
れ

ら
の
結
果
は
障
害
者
の
数
を
過
小
評
価
し
て
い
る

と
見
ら
れ
て
い
る
。
他
の
先
進
国
に
お
い
て
は
、

人
口
の
約
一
〇
％
が
障
害
者
で
あ
る
と
い
う
調
査

結
果
が
多
い
の
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て

は
、一
九
八
〇
年
の
障
害
者
問
題
全
国
委
員
会（
Ｎ

Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｐ
）
に
よ
る
調
査
で
は
四・
四
％
、

二
〇
〇
〇
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
一・
二
％
と

い
う
障
害
者
人
口
比
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
が
過
小
評
価
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
理

由
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
調

査
の
前
提
と
な
る
障
害
者
登
録
の
宣
伝
の
不
足
で

あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
日
本
の
場
合
の

よ
う
に
、
住
民
票
に
基
づ
く
住
民
の
リ
ス
ト
が
既

に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
障

害
者
に
登
録
を
呼
び
か
け
、
そ
の
登
録
に
基
づ
い

て
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
登

録
の
段
階
で
十
分
な
宣
伝
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
登
録
漏
れ
が
多
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
障
害

者
登
録
を
呼
び
か
け
る
際
に
、
拡
声
器
を
用
い
る

こ
と
か
ら
、
聴
覚
障
害
者
に
情
報
が
伝
わ
り
に
く

い
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
第
二
に
、
障
害

に
つ
い
て
十
分
な
理
解
の
な
い
調
査
員
が
調
査
を

担
当
す
る
の
で
、
障
害
が
一
目
で
明
ら
か
で
な
い

場
合
に
は
、
見
過
ご
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
第
三

に
、
家
族
が
家
に
障
害
者
が
い
る
こ
と
を
隠
す
傾

向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
障
害
に
対
す

る
否
定
的
な
社
会
的
態
度
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
障
害
者
の
生
計

︱
︱
二
〇
〇
八
年
マニ
ラ
首
都
圏
障
害
者
調
査
か
ら

特
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●
二
〇
〇
八
年
調
査
の
方
法

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と

協
力
し
て
実
施
し
た
二
〇
〇
八
年
調
査

に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
な
問
題
へ

の
対
処
を
試
み
た
。
第
一
の
特
徴
は
、

調
査
地
の
域
内
に
住
む
障
害
者
を
調
査

員
と
し
て
雇
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
同
じ
地
域
で
同
様
の
障
害
を
持

つ
人
々
の
、
障
害
の
特
徴
や
生
活
の
実

態
に
詳
し
い
。
さ
ら
に
、
彼
ら
が
行
動

的
に
地
域
内
を
移
動
し
て
障
害
者
宅
を

回
る
こ
と
は
、
そ
の
家
族
の
「
障
害
者

に
対
す
る
否
定
的
態
度
」
を
見
直
さ
せ

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
家
族
に
よ
る

代
理
回
答
で
危
惧
さ
れ
る
、
障
害
者
本

人
の
本
来
の
回
答
と
は
異
な
る
バ
イ
ア

ス
も
回
避
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
障

害
者
の
障
害
や
生
活
実
態
に
関
す
る
よ

り
正
確
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
特
に

聴
覚
障
害
者
で
手
話
を
用
い
る
人
々
に

対
し
て
は
、
手
話
の
で
き
る
聴
覚
障
害
者
が
直
接

手
話
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
。
ま
た
こ
の
方
法
は
、
調
査
員
本
人
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
る
障
害
者
達
が
、
自
分
た
ち
の
能

力
に
関
す
る
自
信
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、

と
い
う
副
次
的
効
果
を
生
ん
だ
。（
た
だ
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
制
約
か
ら
調
査
対
象
を
、

視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、
肢
体
不
自
由
の
三
障
害

を
持
つ
障
害
者
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、

と
い
う
問
題
は
残
っ
た
。）

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
現
地
の

障
害
当
事
者
団
体
で
あ
るPhilippine Federa-
tion for the D

eaf, Resources for the 
Blind, Inc., Life H

aven, Inc.

の
全
面
的
協

力
を
得
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
障
害
者
調
査
員
が

で
き
る
だ
け
円
滑
に
調
査
に
従
事
で
き
る
よ
う
、

調
査
の
際
の
移
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
特
に
配
慮
し
た
。
具
体
的
に
は
、ホ
ィ
ー
ル・

モ
バ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る
車
い
す
利
用
者
用
自
動
車

を
利
用
し
、
聴
覚
障
害
者
と
の
意
思
疎
通
の
た
め

に
は
、
必
要
に
応
じ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
手
話
に
熟
達

し
た
手
話
通
訳
者
を
配
し
た
。
ま
た
、
視
覚
障
害

者
の
た
め
に
は
ト
ー
キ
ン
グ
・
ブ
ッ
ク
と
呼
ば
れ

る
電
子
技
術
を
用
い
た
支
援
機
器
を
活
用
し
た
。

●
調
査
対
象

　

本
調
査
は
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
一
七
市
の
う
ち
、

マ
カ
テ
ィ
、
ケ
ソ
ン
、
パ
サ
イ
、
バ
レ
ン
ズ
エ
ラ

の
四
市
を
対
象
と
し
た
（
図
１
）。
マ
カ
テ
ィ
は

ホ
テ
ル
街
や
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
を

有
す
る
財
政
的
に
裕
福
で
、
首
都
圏
の
中
心
に
位

置
す
る
市
で
あ
る
。
ケ
ソ
ン
は
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏

人
口
約
一
〇
〇
〇
万
人
の
二
割
を
占
め
る
人
口
、

面
積
共
に
大
き
い
市
で
あ
る
。
パ
サ
イ
、
バ
レ
ン

ズ
エ
ラ
の
二
つ
の
市
は
平
均
所
得
が
比
較
的
貧
し

い
市
で
あ
る
。
パ
サ
イ
が
マ
カ
テ
ィ
に
隣
接
す
る

下
町
的
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、
バ
レ
ン
ズ
エ
ラ

は
首
都
圏
北
端
の
郊
外
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
四
つ
の
市
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
マ
ニ
ラ
首
都

圏
全
体
の
障
害
者
の
生
活
の
様
子
を
捉
え
よ
う
と

試
み
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
は
、
障

害
者
の
人
数
と
障
害
タ
イ
プ
の
情
報
が
収
集
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
網
羅
性
、
代
表

性
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
表
１
は
、

二
〇
〇
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
上
記
四
市

の
障
害
種
別
人
口
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一

見
し
て
、
聴
覚
障
害
者
の
数
が
視
覚
障
害
者
の

一
〇
分
の
一
以
下
と
い
う
非
常
に
小
さ
い
数
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
拡
声
器
を

使
っ
た
情
報
伝
達
方
法
や
、
聴
覚
障
害
者
の
障
害

が
外
見
に
現
れ
な
い
こ
と
等
に
依
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
調
査
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
で
障
害

者
が
多
く
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
バ
ラ
ン
ガ

イ
か
ら
訪
問
を
始
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
標
本
が

お
お
よ
そ
一
〇
〇
に
達
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
障
害
タ
イ
プ
の
障
害
者
が
お
お
よ
そ

一
〇
〇
に
達
す
る
よ
う
に
、
毎
日
の
訪
問
計
画
を

調
整
し
た
。
結
果
と
し
て
収
集
さ
れ
た
標
本
の
市

別
、
障
害
タ
イ
プ
別
調
査
対
象
障
害
者
数
は
表
２

の
通
り
で
あ
る
。

（注）�着色されている市が、本調査の調査対象市
である。数は標本サイズ、括弧内のパーセ
ントは標本全体に対する割合である。

図1　マニラ首都圏地図表１　2000年人口センサスによる調査対象市の障害者数

市 障　害　者　数（人）
総　数 肢　体 視　覚 聴　覚 その他

マ カ テ ィ 市 5,230 233 4,637 133 227
ケ ソ ン 市 6,643 850 4,701 372 720
パ サ イ 市 1,542 161 1,189 66 126
バレンズエラ市 2,449 203 1,990 63 193

表２　標本の障害別・調査市別分布

調　査　市 障　　　　　害
肢　体 視　覚 聴　覚 重　複 計

マ カ テ ィ 市 54（43） 31（25） 38（30） 2（2） 125（100）
ケ ソ ン 市 28（23） 58（48） 32（26） 4（3） 122（100）
パ サ イ 市 29（35） 27（32） 23（27） 5（6） 84（100）
バレンズエラ市 27（38） 28（39） 15（21） 2（3） 72（100）

計 138（34） 144（36） 108（27） 13（3） 403（100）
（注）�重複は３障害の複数の組み合わせ、および発達障害、精神障害と３障害のい

ずれかの組み合わせである。(��)内の数字は割合である。
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●
標
本
障
害
者
の
特
性

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
障
害
者
の
特
性
は
以
下
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
肢
体
不
自
由
障

害
者
と
し
て
は
一
三
八
人
が
調
査
対
象
と
な
っ
た

が
、
肢
体
不
自
由
の
原
因
で
最
も
多
い
の
は
ポ
リ

オ
（
四
一
％
）
で
、
そ
れ
に
脳
卒
中
（
一
七
％
）、

下
肢
切
断
（
一
三
％
）
が
続
く
。
視
覚
障
害
者
は

一
四
四
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
な
さ
れ
、
そ
の
う

ち
弱
視
と
全
盲
の
割
合
が
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
。
聴

覚
障
害
者
は
一
〇
八
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

五
七
％
が
先
天
的
に
聴
覚
障
害
を
得
て
い
る
。
残

り
約
四
割
の
う
ち
三
分
の
二
が
言
語
習
得
期
以
前

に
聴
覚
障
害
を
得
て
い
る
。

●
障
害
者
の
人
的
資
本

　

人
間
は
誰
し
も
、
後
天
的
に
教
育
や
経
験
、
訓

練
等
で
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
高
め
、
そ
れ
に
よ
っ

て
内
面
的
に
も
、
ま
た
経
済
的
に
も
豊
か
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

障
害
者
は
一
般
に
、
非
障
害
者
よ
り
教
育
や
訓
練

の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
調
査
で
は
ま
ず
、
障

害
者
へ
の
教
育
に
代
表
さ
れ
る
人
的
投
資
面
に
着

目
し
た
。

　

教
育
面
で
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
調
査
対

象
障
害
者
四
〇
三
人
中
、
八
％
に
当
た
る
三
二
人

が
、
全
く
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
未
就
学
人
口
比
率

の
二・
二
％
よ
り
際
だ
っ
て
高
い
。
さ
ら
に
全
体

の
二
四
％
が
、
小
学
校
卒
業
に
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
全
体
的
に
言
え
ば
、
障
害
者
は
学

校
教
育
に
関
し
て
、
か
な
り
の
不
利
を
被
っ
て
い

る
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
大
学
卒
以
上
の
高

等
教
育
を
受
け
た
人
の
割
合
は
二
五
％
も
あ
り
、

障
害
者
の
中
で
二
極
分
化
が
見
ら
れ
る
。

　

教
育
を
得
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
障
害
者
は
、

識
字
の
面
で
不
利
を
被
る
こ
と
と
な
る
。
肢
体
不

自
由
障
害
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
障
害

は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
視
覚
障
害
者
と
聴
覚
障

害
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
視
覚
障
害
者
に
つ
い

て
は
、
全
体
の
八
六
％
が
何
ら
か
の
手
段
で
識
字

が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
盲
の
標
本
障
害
者

に
限
っ
て
み
れ
ば
、
点
字
が
読
め
る
の
は
六
割
強

に
過
ぎ
ず
、
残
り
の
障
害
者
が
文
字
情
報
か
ら
閉

ざ
さ
れ
て
い
る
。
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
音
声
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
、
文
字
を
用
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ
り
得

る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
書
記
言
語
（
文
字
を
用

い
た
言
語
）
を
学
習
す
る
機
会
が
得
ら
れ
な
け
れ

ば
、
文
字
を
通
じ
た
意
思
疎
通
さ
え
閉
ざ
さ
れ
る

こ
と
が
十
分
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
表
３
は
、

聴
覚
障
害
者
一
〇
八
人
の
音
声
言
語
、
文
字
言
語

の
理
解
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
英
語

に
つ
い
て
は
、
全
体
の
八
一
％
が
読
み
書
き
可
能

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
タ
ガ
ロ
グ
語
の
読
み

書
き
が
可
能
な
の
は
三
二
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ろ
う
学
校
に
お
い
て
、
タ
ガ
ロ
グ
語
等

地
域
語
で
は
な
く
、
英
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に

依
っ
て
い
る
。
手
話
に
つ
い
て
は
八
九
％
が
使
用

可
能
で
あ
っ
た
。

●
経
済
活
動

　

生
計
の
根
幹
を
な
す
の
は
経
済
活
動
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
経
済
活
動
を
、
他
人
に
仕
え
て
賃
金
を

得
る
雇
用
と
、自
ら
事
業
を
行
う
経
営
に
二
分
す
る
。

　

調
査
対
象
障
害
者
の
経
済
活
動
状
況
を
表
４
に

示
し
た
。
女
性
で
は
約
四
〇
％
、
男
性
で
は

五
七
％
が
何
ら
か
の
経
済
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。

こ
の
経
済
活
動
従
事
比
率
は
障
害
別
に
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
視
覚
障
害
者
の
従
事
比
率
が

七
一・
五
％
と
非
常
に
高
く
、
肢
体
不
自
由
障
害

者
の
四
四・二
％
、
聴
覚
障
害
者
の
三
一・五
％
を

大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。実
際
、本
調
査
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
視
覚
障
害
者
の
所
得
水
準
も
他
の

表３　聴覚障害者の音声言語・書記言語の理解

言　　語
英　　語 タガログ語 その他フィリピンで用

いられている言語
度�数 割合（%） 度�数 割合（%） 度�数 割合（%）

読 解 の み 可 能 68 62.96 18 16.67 1 0.93
音声でのみ理解可能 2 1.85 18 16.67 0 0.00
どちらでも理解可能 19 17.59 17 15.74 2 1.85
どちらでも理解不能 14 12.96 49 45.37 98 90.74
無 回 答 5 4.63 6 5.56 7 6.48

計 108 100.00 108 100.00 108 100.00
（注）書記言語とは、文字を用いた言語の意味である。

表４　経済活動に関する障害別傾向
障　　害 従事している していない 無�回�答 計
肢　　体 61（44.2） 76（55.1） 1（0.7） 138（100.0）
視　　覚 103（71.5） 41（28.5） 0（0.0） 144（100.0）
聴　　覚 34（31.5） 73（67.6） 1（0.9） 108（100.0）
重　　複 5（38.5） 8（61.5） 0（0.0） 13（100.0）
計 203（50.4） 198（49.1） 2（0.5） 403（100.0）
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障
害
者
よ
り
高
い
。
こ
の
背
景
と
し
て
は
、
視
覚

障
害
者
の
経
済
活
動
従
事
者
の
う
ち
六
五
％
が

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
表

５
）。
肢
体
不
自
由
、
聴
覚
障
害
の
就
業
者
に
は

同
様
の
職
業
に
関
す
る
強
い
特
化
は
見
ら
れ
な
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
、
視
覚
障
害
者
に
と
っ

て
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
は
社
会
的
に
定
評
を
得
た
職

種
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
養
成
機
関
が
多
く
、
か

つ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
技
術
を
得
た
後
に
は
、
卒
業
生

が
共
同
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
を
経
営
す
る
と
い
っ
た

よ
う
な
確
立
さ
れ
た
経
済
活
動
パ
タ
ー
ン
が
あ
る

こ
と
が
視
覚
障
害
者
の
強
み
と
い
え
る
。

　

調
査
対
象
障
害
者
の
年
間
貨
幣
所
得
の
単
純
平

均
値
は
六
〇
一
七
三
ペ
ソ
（
約
一
四
万
円
）
で
あ

る
。
そ
の
内
訳
と
し
て
最
も
大
き
い
の
は
賃
金
で
、

所
得
の
約
半
額
に
相
当
す
る
。
そ
の
次
に
大
き
い

の
が
移
転
所
得
で
あ
り
、
所
得
総
額
の
二
三
％
に

相
当
す
る
。
移
転
所
得
が
か
な
り
大
き
な
割
合
を

占
め
る
こ
と
が
わ
か
る
。
マ
ニ
ラ
首
都
圏
に
つ
い

て
、
所
得
が
そ
の
水
準
を
下
回
る
と
貧
困
層
と
判

定
さ
れ
る
「
貧
困
線
」
が
一
九
三
四
五
ペ
ソ
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
調
査
対
象
四
市

の
障
害
者
の
貧
困
人
口
比
率
は
四
一
％
で
あ
る
。

こ
れ
は
障
害
者
の
四
割
以
上
が
貧
困
層
と
認
定
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
非
障
害
者
を
含
む
マ
ニ
ラ

首
都
圏
全
体
の
貧
困
人
口
比
率
の
一
〇
％
を
か
な

り
上
回
る
。
本
調
査
に
お
け
る
「
所
得
」
の
統
計

的
把
握
に
は
甘
さ
が
残
り
、
単
純
な
比
較
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
四
割
と
一
割
の
差

は
非
常
に
大
き
い
と
言
え
る
。

●
障
害
者
政
策
の
浸
透
度

　

前
述
の
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
障
害
者
政
策

の
中
心
を
な
し
て
い
る
の
は「
障
害
者
の
マ
グ
ナ・

カ
ル
タ
」
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
先
述
の
よ
う
に

二
〇
〇
七
年
に
新
た
な
修
正
が
加
え
ら
れ
、
高
齢

者
に
対
し
て
取
ら
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
優
遇
策

が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
身
分
証
明
書
の
提

示
に
よ
り
、
割
引
が
適
用
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
障
害
者
本
人
が
そ
の
政
策
に
つ
い

て
知
っ
て
お
り
、
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
割
引

の
権
利
を
行
使
し
な
い
限
り
、
優
遇
策
は
適
用
さ

れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
同
法
の
周
知
は
、
障
害

当
事
者
に
対
し
て
も
、
ま
た
一
般
国
民
に
対
し
て

も
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
本
調
査
で
は
、
同
法
そ

れ
自
体
や
二
〇
〇
七
年
の
同
法
の
修
正
を
調
査
対

象
障
害
者
が
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
。

表
６
に
そ
の
結
果
が
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
実
に
三
分
の
二
以
上
の
標
本
障
害
者
が
「
障

害
者
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
」
を
知
ら
な
い
。

二
〇
〇
七
年
の
同
法
の
画
期
的
な
修
正
を
知
っ
て

い
る
調
査
対
象
障
害
者
は
二
二
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
優
遇
策
適
用
の
い
ま
ひ
と
つ
の
条
件

で
あ
る
障
害
者
身
分
証
明
書
の
保
有
に
つ
い
て
も
、

半
分
以
下
の
障
害
者
し
か
保
有
し
て
い
な
い
と
い

う
結
果
で
あ
っ
た
。

●
お
わ
り
に

　

障
害
者
関
連
法
整
備
が
比
較
的
進
ん
で
い
る
と

見
ら
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
さ
え
、
そ
れ
ら
の

周
知
や
適
用
に
、
ま
だ
ま
だ
高
い
壁
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
障
害
者
の
中

に
は
、
低
い
経
済
生
活
水
準
に
甘
ん
じ
て
い
る
人

達
が
か
な
り
多
い
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

一
方
、
本
調
査
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
希
望
と
し

て
は
、
調
査
そ
れ
自
体
に
障
害
者
の
参
加
を
得
た

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
調
査
す
る
障
害
者
と
さ
れ

る
障
害
者
、
そ
し
て
彼
ら
の
家
族
と
の
間
で
、
障

害
者
の
潜
在
能
力
や
そ
の
活
か
し
方
に
関
す
る
認

識
の
変
化
、
有
用
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
調
査
の
結
果
の
積
極
的
な
広

報
や
、
そ
れ
に
伴
う
議
論
を
通
じ
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
障
害
者
の
潜
在
能
力
に
関
す
る
認
識
の
変
化
、

関
心
の
高
ま
り
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
そ
の

ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
、
本
誌
二
〇
〇
九
年
四
月

号
に
、
調
査
の
様
子
を
写
真
で
示
し
た
フ
ォ
ト
・

エ
ッ
セ
イ
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

（
も
り　

そ
う
や
・
や
ま
が
た　

た
つ
ふ
み

／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
） 

表５　職業の障害別分布

職　　　業
障　　　　　　　害

肢�体 視�覚 聴�覚 重�複 計
情報通信関連労働者 0 0 3 0 3
マ ッ サ ー ジ 師 0 67 0 1 68
オフィス労働者・管理職 4 3 1 0 8
工場労働者・管理職 0 2 3 0 5
商 店 店 員・ 管 理 職 7 2 0 0 9
教 師 0 2 0 0 2
芸 術 家・ 音 楽 家 2 1 0 0 3
そ の 他 48 26 27 4 105

計 61 103 34 5 203

表６　「障害者のマグナカルタ」を知っているか
回　　答 度　　数 割　合（%）
知 ら な い 273 67.7
知っている 128 31.8
無 回 答 2 0.5

計 403 100.0
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開発途上国の障害者 ―統計と生計




